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わたくしたち埼玉県獣医師会員は、それぞれの
職域において、その責務を遂行し、県民の福祉
増進に寄与するため、ここに会員憲章を定めま
す。
わたくしたち埼玉県獣医師会員は

１．動物の生命を守り、ひとびとの生活を豊
かにしよう

１．獣医学術を研鑽向上し、確信を持って業
務に邁進しよう

１．動物愛護思想を向上し、心豊かな生活を
しよう

１．環境衛生を向上し、福祉増進の実をあげ
よう

１．職域を尊重し、倫理の昂揚をはかろう

公益社団法人 埼玉県獣医師会員憲章
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年　月　日 産　業　動　物 小　　　　動　　　　物 公　衆　衛　生
４月
５月
６月

₇月28日（日）

さいたま市
「学校飼育動物におけるウサギの診療」
日本エキゾチック動物医療センター
　三輪恭嗣　先生

（さいたま市　With Youさいたま）

８月16日（金）
南支部

「猫の呼吸器疾患」
日本獣医生命科学大学　藤原亜紀　先生

【Zoomにて開催】

９月１日（日） 令和₆年度　関東・東京合同地区獣医師大会（群馬）獣医学術関東・東京合同地区学会
（高崎市　Gメッセ群馬）

１0月23日（水）

北支部
「スイス、ヨーロッパの酪農、
畜産、家畜の診療」

「我が国におけるAMR（薬剤
耐性）対策および診療の現状
と正しい薬の使い方」
宮崎大学　佐藤礼一郎　先生

（熊谷市　熊谷家畜保健衛生所）
１１月
１2月

令和₇年
₁月12日（日）

南支部
「来院数TOP３から学ぶ救急診療」
TRVA動物医療センター
　塗木　貴臣　先生

（さいたま市　TKP大宮ビジネスセンター）
１月24日（金）
〜1月26日（日）

令和₆年度  日本獣医師会獣医学術学会年次大会
（仙台市　仙台国際センター）

１月26日（日）

さいたま市支部
「学校飼育動物におけるウサギの診療２」
日本エキゾチック動物医療センター
　三輪恭嗣　先生

（さいたま市　With Youさいたま）

1月１７日（金）
農林支部
令和₆年度埼玉県家畜保健衛
生業績発表会

（さいたま市　埼玉教育会館）

₂月
衛生支部
　健康福祉研究発表会
　食肉衛生技術研修会

₂月16日（日）

西支部
「心臓外科　僧帽弁閉鎖不全症を中心とし
た手術の実際と診断」
　動物心臓外科センター　菅野　信之　先生

（川越市　川越市南文化会館）

₂月１９日（水）

北支部
「臨床現場でのあたまの使い方！臨床推論
オーバービュー」
　QUARC動物病院　石川　勇一　先生

【Zoomにて開催】

２月２３日（日）

東支部
「避妊・去勢手術の麻酔＋α～麻酔モニター
とピットフォールを中心に手術手技を学び
直そう～」
　どうぶつの総合病院　浅川　誠　先生

（越谷市　越谷サンシティ）
３月

令和₆年度埼玉県獣医師会学術広報版
（令和₇年₃月20日現在）
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ホームページ会員専用ページ　入室は　URL  http://www.saitama-vma.org/
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事　務　局　メ　モ

令和₇年

₃月14日 第₃回総務委員会（さいたま市農業共済
会館）

₃月24日 第₄回・第₅回理事会

₄月13日 第₁回関東・東京合同地区理事会・幹事
会（山梨県甲府市　山梨県農済会館）

₅月18日 南支部総会（さいたま市　浦和ワシント
ンホテル）

₅月20日 埼玉県畜産会第₁回理事会（熊谷市　ホ
テルヘリテイジ）

₅月22日 第₁回総務委員会（さいたま市　レイ
ボックホール）

₅月25日 東支部総会（越谷市　越谷サンシティ）

₅月25日 さいたま市支部総会（さいたま市　ホテ
ルブリランテ武蔵野）

₅月26日 西支部総会（東松山市　ガーデンホテル
紫雲閣）

₅月28日 第₁回理事会（さいたま市　埼玉県農業
共済会館）

₆月₂日 埼玉県獣医師会第77回定時総会（さいた
ま市　ホテルブリランテ武蔵野）

₆月13日 埼玉県畜産会第70回通常総会（熊谷市　
ホテルヘリテイジ）

₆月25日 日本獣医師会第82回通常総会（東京都港
区　明治記念館）

₇月₆日 第₂回関東・東京合同地区理事会・幹事
会（山梨県甲府市　山梨県農済会館）

₇月11日 全国獣医師会事務事業推進会議（東京都
港区　明治記念館）

₈月₃日 北支部研修会・納涼会（場所未定）

₉月₇日 関東・東京合同地区獣医師大会・三学会
（山梨県甲府市　アピオタワー館）

11月14日 全国獣医師会会長会議（東京都港区　明
治記念館）

11月15日 動物感謝デー in JAPAN（東京都台東区
上野恩賜公園）

令和₈年

₂月15日 第₁回関東・東京合同地区理事会（山梨
県笛吹市　石和温泉慶山）

₄月21日
　～24日

第41回世界獣医師大会（東京都千代田区
　東京国際フォーラム）
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編　集　後　記

春風の心地よい季節となりましたが、先日埼

玉県知事・大野元裕氏による「自治体の危機管理」

に関するセミナーに出席してきました。知事と

して県政の現場で直面した複数の有事への対応

と、今後の危機管理体制のあり方が語られまし

た。豚熱や高病原性鳥インフルエンザ、新型コ

ロナウイルスなど、動物と人双方に影響を与え

る事例が次々と発生した中で、初動対応の重要

性が改めて浮き彫りとなりました。

講演では、「初動の半分は組織で決まる」との言

葉が印象的だった。有事の対応を的確かつ迅速

に行うには、平時からの体制整備、訓練、そし

て関係機関との連携が不可欠である。これは獣

医師にとっても重要な視点であり、動物由来感

染症や畜産危機に対する準備が、社会全体の安

全保障にも直結する。実際に発生した鳥インフ

ルエンザでは、感染した動物が「家畜」に該当し

ないという法的な解釈から、初動の遅れが生じ

た。このような制度の隙間において、科学的知

見を持つ獣医師の関与は不可欠であり、現場主

義に基づく柔軟な対応が求められる。行政判断

と現場の認識に乖離が生じた場合でも、専門職

としての意見を積極的に届ける姿勢が必要だと

思われる。埼玉県では独自の「埼玉版FEMA」を

立ち上げ、風水害、地震、大雪、ミサイル事案、

火山降灰など多様な災害シナリオに対応した訓

練を継続的に実施している。今後は、動物衛生

や家畜防疫、ペット避難など獣医療関連の課題

にも対象を広げ、より現場に即した実践的な体

制構築が期待される。獣医師会としても、これ

らの訓練に積極的に参画し、行政との信頼関係

を深めていくことが望まれる。

危機管理には堅牢性、冗長性、資源、迅速

性の₄要素が不可欠とされるという話があっ

た。獣医療現場でも、ワクチンや防疫資材の備

蓄、人材ネットワークの整備、情報伝達の高速

化など、これらの要素は災害時の被害最小化に

直結する。特に感染症の対応では、最初の数日

が全体の結果を左右することが多く、初期対応

体制の整備が肝要である。さらに、災害時のペッ

トや家畜の避難・保護に対する社会的関心も高

まりつつある。避難所での衛生管理、人獣共通

感染症の監視、適切な飼養指導など、獣医師が

果たすべき役割は年々拡大している。人の安心・

安全を支えるという視点からも、獣医療の専門

性が地域社会の危機対応力に資する場面は今後

さらに増えると予測される。

さらに注目すべきは、埼玉県が進める危機管

理分野でのDX（デジタルトランスフォーメー

ション）である。県は「防災DXビジョン」のもと、

ドローンや高感度カメラを用いた現地状況の即

時把握、センサーによる設備監視、災害情報の

個別最適化提供などを推進している。これによ

り、迅速かつ正確な意思決定と現場対応が可能

となり、住民の安心と安全の向上につながって

いる。このようなDXの活用は、獣医療分野にも

大きな可能性をもたらす。例えば、動物防疫情

報のリアルタイム共有、感染経路の可視化、避

難所における動物の管理支援など、デジタル技

術による連携強化が今後の課題となる。

獣医師会としても、DXを積極的に取り入れ、

危機時の情報連携や対応力向上につなげていく

必要があると強く感じました。

� （黎明）
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